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３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
諸
報
告
、
一
般
質
問

（
５
名
６
件
）
が
行
わ
れ
た
。

　

村
長
提
出
議
案
は
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
９
件
、
補
正
予
算
９
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
６

件
、
新
年
度
予
算
６
件
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
し
可
決
し
た
。
ま
た
監
査
委
員
の
選
任
及

び
、
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

歳入歳入

歳出歳出

令和３年度 会計別当初予算額

会　計　名

当　初　予　算　額
本年度予算額
令和３年度

前年度予算額
令和２年度

前年度比
増減額 増減率％

一般会計 496,500 414,500 82,000 19.8
村営水道事業特別会計 21,869 24,703 △ 2,834 △ 11.5
国民健康保険事業特別会計 33,965 36,261 △ 2,296 △  6.3
農業集落排水事業特別会計 12,962 12,210 752 6.2
公共下水道事業特別会計 7,662 7,427 235 3.2
後期高齢者医療事業特別会計 6,643 6,798 △   155 △  2.3

自主財源自主財源
28.2％28.2％

依存財源依存財源
71.8％71.8％

地方交付税地方交付税
14億8313万円14億8313万円

村債村債
事業を行うために村が事業を行うために村が
計画的に借りるお金計画的に借りるお金
14億9350万円14億9350万円

国庫支出金国庫支出金
国が村の行う事業に国が村の行う事業に
交付する補助金など交付する補助金など
2億9251万円2億9251万円

県支出金県支出金
県が村の行う事業に県が村の行う事業に
交付する補助金など交付する補助金など
1億4741万円1億4741万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
8862万円8862万円 その他その他

5936万円5936万円
村税村税

村民税、固定資産税、村民税、固定資産税、
たばこ税などたばこ税など
5億6797万円5億6797万円

諸収入諸収入
循環バス利用料、各種検診料など循環バス利用料、各種検診料など

6843万円6843万円

繰入金繰入金
6億4550万円6億4550万円

使用料及び手数料使用料及び手数料
村営住宅、村営住宅、

各施設の使用料など各施設の使用料など
4569万円4569万円

分担金及び分担金及び
負担金 ほか負担金 ほか
7288万円7288万円

総務費総務費
村の全般的な管理、村の全般的な管理、
庁舎建設費や庁舎建設費や

選挙などの事務経費選挙などの事務経費
23億7326万円23億7326万円

民生費民生費
福祉全般の事務福祉全般の事務
事業に使うお金事業に使うお金
6億8919万円6億8919万円

公債費公債費
村が借りたお金の村が借りたお金の
返済経費返済経費

5億606万円5億606万円土木費土木費
道路や橋などの道路や橋などの
建設・維持管理など建設・維持管理など
3億5685万円3億5685万円

教育費教育費
教育や公民館活動、教育や公民館活動、
生涯学習の経費生涯学習の経費
3億183万円3億183万円

衛生費衛生費
ごみ処理、環境対策、ごみ処理、環境対策、
村民の健康のための経費村民の健康のための経費
2億5502万円2億5502万円

農林水産業費農林水産業費
農林業やのぞきど森林農林業やのぞきど森林
公園管理運営経費公園管理運営経費
2億9836万円2億9836万円

商工費商工費
商工・観光の経費商工・観光の経費
1億1018万円1億1018万円

予備費・労務費 他予備費・労務費 他
774万円774万円

消防費消防費
消防・防災・交通安全の経費消防・防災・交通安全の経費

2092万円2092万円

議会費議会費
議会運営経費議会運営経費
4559万円4559万円

令和３年度一般会計予算
49億6500万円  前年度対比19.8％増

（単位：万円）
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●新庁舎建設工事
●ＵＪＩターン就業・創業支援
　（移住支援）
●プレミアム商品券発行
●森林環境税の活用
　（ 県道橋場伊奈川線沿線、　　
　　大島地区森林整備）

●分館エアコン整備

●新型コロナウイルス
　ワクチン接種事業
● 殿下地区急傾斜地　　　　　
崩壊対策事業
●蛇抜沢護岸整備事業
●大沢河畔林整備事業
●高齢者等在宅介護支援事業

●未満児保育料無償化
●新図書館（新庁舎内）図書購入
● 小学校４年生へ本を送る　　
アップ・1

テ ン

0ブック
● 子育て世代包括支援センター
　業務開始
　　　　● スマートホンを利用

した母子手帳の導入

新庁舎建設工事  年度末しゅん工を目指す
未満児保育料の負担軽減

新年度注目事業新年度注目事業
新型コロナウイルスワクチン接種事業

活
力
あ
る
村

活
力
あ
る
村

安
心
・
安
全

安
心
・
安
全

子
育
て

子
育
て

若
者
定
住

若
者
定
住

生
活
向
上

生
活
向
上　　　　 ●猫不妊去勢手術補助金
　　  ●生ごみ処理機購入補助
● 有害鳥獣駆除、被害防止対策
交付金事業
● 大桑橋橋梁整備事業 
令和３年11月供用開始を目指す
● 公共交通　木曽病院線、坂下
診療所線の便数を増加
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歳  
入

◆
地
方
交
付
税　

■Ｑ
地
方
交
付
税
減
額
の

中
身
は
。

■Ａ
普
通
交
付
税
は
基
準

財
政
需
要
額
か
ら
基
準
財

政
収
入
額
を
引
い
た
財
源

不
足
額
の
見
込
み
額
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地

方
税
減
収
補
填
特
別

交
付
金
の
根
拠
は

■Ａ
令
和
３
年
度
に
限
り

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
中
小
事
業
者
の
償

却
資
産
、
事
業
用
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
減
収
分
に

つ
い
て
２
分
の
１
が
国
か

ら
補
填
さ
れ
る
。

◆
国
・
県
補
助
金

■Ｑ
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
の
充
当
先
は
。

■Ａ
保
育
士
等
の
人
件
費

当
初
予
算
審
議

当
初
予
算
審
議

に
充
当
さ
れ
る
。

■Ｑ
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
繰
越
は
。

■Ａ
国
の
３
次
補
正
分
で

８
千
万
円
入
る
が
、
令
和

２
年
度
分
で
５
千
万
円
充

当
。
３
千
万
円
を
令
和
３

年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
等
に
充
当
す
る
。

歳  
出

◆
ふ
る
さ
と
納
税

■Ｑ
返
礼
品
を
充
実
さ
せ

寄
付
金
に
力
を
入
れ
て
は
。

■Ａ
本
来
寄
付
を
し
て
く

れ
た
人
へ
の
御
礼
で
あ
る

べ
き
も
の
が
、
実
際
に
は

自
治
体
に
関
係
な
く
、
返

礼
品
を
比
べ
、
い
か
に
得

を
す
る
か
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
寄
付
は
目

的
寄
付
で
あ
り
一
般
財
源

と
し
て
使
用
す
る
も
の
で

は
な
い
。
力
を
入
れ
れ
ば

一
般
財
源
か
ら
の
支
出
は

増
え
る
。
現
在
は
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
む
予
定
は
な
い
。

◆
庁
舎
建
設

■Ｑ
書
架
・
絵
画
の
製
作

は
ど
こ
へ
委
託
す
る
か
。

■Ａ
本
棚
30
基
は
書
架
を

専
門
に
製
作
し
て
い
る
業

者
を
選
定
し
て
入
札
す
る
。

絵
画
の
制
作
は
藤
岡
牧
夫

氏
へ
大
桑
村
の
四
季
の
風

景
等
を
テ
ー
マ
に
４
枚
お

願
い
す
る
。

　

備
品
倉
庫
・
防
災
倉

庫
・
車
庫
棟
や
図
書
館
の

内
装
工
事
に
つ
い
て
は
村

内
業
者
で
の
入
札
を
考
え

て
い
る
。

◆
環
境
整
備

■Ｑ
猫
不
妊
去
勢
手
術
補

助
金
。

■Ａ
飼
い
猫
・
野
良
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
の
補
助
。

支
払
い
後
の
領
収
書
に
よ

り
上
限
メ
ス
１
万
円
、
オ

ス
５
千
円
を
補
助
。

◆
移
住
支
援

■Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

業
・
創
業
移
住
支
援
交
付

金
要
綱
づ
く
り
は
。

■Ａ
早
期
に
要
綱
を
作
っ

て
い
く
。

■■説明
【
Ｕ
タ
ー
ン
例
】

大
桑
村
↓
都
市
部
↓
大
桑
村

【
Ｉ
タ
ー
ン
例
】
都
市
部

↓
大
桑
村

【
Ｊ
タ
ー
ン
例
】
近
隣
市

町
村
↓
都
市
部
↓
大
桑
村

◆
農
業
振
興

■Ｑ
耕
運
機
の
購
入
に
よ

り
ど
ん
な
講
座
を
。

■Ａ
県
の
補
助
金
を
活
用

し
耕
運
機
１
台
購
入
す
る
。

農
業
体
験
講
座
等
で
使
用

予
定
。
令
和
２
年
度
は
東

体
験
農
園
、
野
尻
体
験
農

園
で
小
菊
の
栽
培
を
行
っ

た
。◆

防
災
関
係

■Ｑ
殿
急
傾
斜
崩
壊
対
策

工
事
（
殿
下
木
曽
川
法

面
）
の
工
法
は
。

■Ａ
当
初
コ
ン
ク
リ
ー
ト

吹
付
を
予
定
し
て
い
た
が
、

現
在
詳
細
な
地
質
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
工
法
に
つ

い
て
は
調
査
の
結
果
を
見

て
判
断
す
る
。
県
治
山
事

業
で
の
施
工
を
要
望
し
た

が
、
採
択
さ
れ
な
い
た
め
、

村
で
対
策
工
事
を
実
施
す

る
。◆

公
民
館
・
子
育
て

■Ｑ
エ
ア
コ
ン
設
置
・
営

繕
費
は
ど
こ
へ
。

■Ａ
伊
奈
川
分
館
へ
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
。
残
り

９
分
館
。
営
繕
費
は
長
野

中
、
長
野
西
分
館
。

■Ｑ
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
う
支
援

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

は
。

■Ａ
簡
単
な
も
の
は
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
に
向
け
て

作
成
し
て
い
る
。
ま
た
ス

マ
ー
ト
ホ
ン
を
利
用
し
た

母
子
手
帳
の
導
入
を
計
画

し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し

て
い
く
。

殿地区急傾斜崩壊対策工事予定地殿地区急傾斜崩壊対策工事予定地
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大桑村阿寺渓谷における自然環境の保全等に関する条例を制定大桑村阿寺渓谷における自然環境の保全等に関する条例を制定

条
例
改
正

●
税
条
例
の
一
部
改
正

　

入
湯
税
の
課
税
免
除
を

廃
止

●
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

　

土
地
台
帳
等
の
閲
覧
廃

止
に
伴
う
手
数
料
条
例

の
改
正

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

定
義
が
見
直
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
改
正

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

県
の
国
保
運
営
方
針
に

よ
る
標
準
税
率
に
基
づ

き
段
階
的
な
税
率
改
定

に
伴
う
改
正

●
村
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

　

入
居
者
資
格
の
改
正
及

び
長
野
中
団
地
を
村
有

住
宅
と
し
て
用
途
変
更

す
る
改
正

●
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
管

理
条
例
の
一
部
改
正

　

限
定
募
集
に
係
る
入
居

　

者
の
要
件
の
改
正

●
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
管

理
条
例
の
一
部
改
正

　

「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
あ

ら
た
」
の
追
加
及
び
月

額
所
得
の
改
正

●
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正

　

福
祉
健
康
課
に
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
分
掌
事
務
を
追

加

条
例
制
定

●
大
桑
村
阿
寺
渓
谷
に
お

け
る
自
然
環
境
の
保
全

等
に
関
す
る
条
例
の
制

定阿
寺
渓
谷
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
及
び
安

全
で
快
適
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
村
、
村
民
、
来
訪

者
及
び
事
業
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
自
然
環
境
等
を

損
な
う
行
為
に
つ
い
て

必
要
な
規
制
を
行
う
。

変
更
請
負
契
約

●
令
和
２
年
度
大
桑
橋
整

備
工
事
変
更
請
負
契
約

変
更
金
額

　

２
２
９
６
万
８
千
円

変
更
後
の
金
額

　

１
億
２
５
２
６
万
８
千

円
契
約
の
相
手
方

　

奥
田
工
業
株
式
会
社

発　
　

議

●
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　

標
準
町
村
議
会
会
議
規

則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
議
員
活
動
と
家
庭

生
活
と
の
両
立
を
支
援

す
る
た
め
の
整
備
及

び
、
請
願
者
の
利
便
性

を
図
る
た
め
押
印
の
義

務
付
け
を
見
直
し
た
。

●
「
気
候
異
常
事
態
」
に

関
す
る
決
議

　

詳
細　

６
ペ
ー
ジ

そ  

の  

他

●
建
物
取
得

建
物
の
目
的

　

大
桑
村
営
住
宅
新
田
西

団
地

取
得
金
額

　

１
億
１
６
０
３
万
円

取  

得  

先

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

●
木
曽
広
域
連
合
ふ
る
さ

と
基
金
に
係
る
出
資
金

の
権
利
一
部
放
棄

木
曽
広
域
連
合
ふ
る
さ

と
基
金
の
一
部
を
取
り

崩
す
た
め
32
万
円
の
権

利
放
棄
す
る
た
め
の
議

決

４月から運行を開始　低床くわちゃんバス４月から運行を開始　低床くわちゃんバス

グランディールあらたグランディールあらた
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■Ｑ
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
総
額
と
次
年
度
へ
は

い
く
ら
繰
越
す
の
か
。

■Ａ
令
和
２
年
度
国
の
補

正
内
示
額
２
億
１
８
３
７

万
円
で
３
次
補
正
額
８
４

１
０
万
４
千
円
の
内
２
４

１
５
万
円
を
令
和
２
年
度

で
執
行
し
、
残
り
の
５
９

９
５
万
４
千
円
を
令
和
３

年
度
事
業
へ
充
当
す
る
。

■Ｑ
繰
越
明
許
で
資
材
不

足
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た

が
内
容
は
。

■Ａ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐

車
場
ト
イ
レ
は
全
国
的
に

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
衛
生
器

具
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

猿
沢
災
害
復
旧
事
業
で
の

橋
の
鉄
骨
の
不
足
で
上
部

工
製
作
が
遅
れ
た
。

補
正
予
算
審
議

補
正
予
算
審
議

（単位：万円）

会　　計　　名 補正額 補正後の予算額
一　 般　 会　 計（ 第 ７ 号 ） 7,574 485,245
村営水道事業特別会計（第２号） 1,389 23,603
村営水道事業特別会計（第３号） 237 23,840
国民健康保険事業特別会計 1,739 38,709
農業集落排水事業特別会計 0 7,427
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 △ 63 7,693
後期高齢者医療事業特別会計 △162 6,636

会計別補正予算

施　　設　　名 指定管理者 指定の期間
大桑村老人デイ
サービスセンター ㈳大桑村社会福祉協議会 Ｒ3.4.1～

Ｒ8.3.31
大桑村地域活動
支 援 セ ン タ ー ㈳大桑村社会福祉協議会 Ｒ3.4.1～

Ｒ8.3.31
大 桑 村 特 産 物
販売施設（木楽舎） 木 曽 地 域 振 興 ㈱ Ｒ3.4.1～

Ｒ8.3.31
阿 寺 農 産 物
加 工 直 売 所 阿寺農産物加工販売組合 Ｒ3.4.1～

Ｒ8.3.31

木曽ふれあいの郷 ㈱ 京 都 屋 Ｒ3.4.1～
Ｒ8.3.31

阿 寺 渓 谷
キ ャ ン プ 場 阿寺渓谷エコくらぶ Ｒ3.4.1～

Ｒ6.3.31

指定管理者の指定

■Ｑ
庁
舎
建
設
へ
の
影
響

は
。

■Ａ
現
在
不
足
は
出
て
い

な
い
。

■Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
。

■Ａ
２
月
で
23
・
51
％

８
３
６
名
に
交
付
。
全
国

25
・
２
％
、
県
平
均
20
・

２
％
、
町
村
25
・
２
％

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
は
、

単
に
世
界
の
平
均
気
温
を

上
昇
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

気
候
変
動
を
引
き
起
こ
し
、

海
面
上
昇
に
よ
る
洪
水
や

干
ば
つ
、
生
態
系
へ
の
悪

影
響
な
ど
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
社
会
生
活
に

重
大
か
つ
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

大
桑
村
に
於
い
て
も
、

大
桑
橋
の
流
失
や
土
砂

崩
れ
な
ど
集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

近
年
、
我
が
国
で
頻
発
す

る
こ
れ
ら
の
気
象
災
害
の

要
因
は
、
気
候
変
動
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
気
候
変
動
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
対
応
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
を
含
む
世
界
各

国
が
、
２
０
１
５
年
12
月

に
採
択
さ
れ
た
「
パ
リ
協

定
」
実
現
の
最
終
到
達
点

と
し
て
「
脱
炭
素
社
会
」

を
掲
げ
動
き
始
め
て
い
る
。

　

大
桑
村
環
境
基
本
条
例

は
、
自
ら
の
生
活
、
社
会

活
動
を
見
直
し
、
先
人
の

生
活
の
知
恵
に
学
び
、
自

然
と
の
共
生
を
図
り
な
が

ら
、
環
境
へ
の
負
担
の
少

な
い
社
会
を
築
く
こ
と
を

理
念
と
し
て
い
る
。
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
阿

寺
渓
谷
」
な
ど
山
林
面
積

96
％
を
有
す
る
村
の
住
民

と
し
て
、
適
正
な
森
林
管

理
に
よ
る
良
好
な
自
然
環

境
を
育
み
豊
か
な
郷
土
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

我
々
の
使
命
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

縮
減
」
に
向
け
、
森
林
資

源
の
適
切
な
管
理
や
保
全

活
動
と
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー

ス
：
リ
ユ
ー
ス
：
リ
サ
イ

ク
ル
）
運
動
、
ゴ
ミ
減
量

化
の
一
層
の
推
進
を
目
指

し
、
大
桑
村
と
共
に
「
気

候
非
常
事
態
」
を
宣
言
す

る
こ
と
を
決
議
す
る
。

「
気
候
非
常
事
態
」
に
関
す
る
決
議

人　
　

事

●
監
査
委
員
の
選
任

　

大
桑
村
殿　

　
　

田た

中な
か

芳よ
し

男お

氏

　

同
氏
の
選
任
に
全
会
一

致
で
同
意

●
教
育
長
の
任
命

　

大
桑
村
殿　

　
　

野の

知ち

里り

浩こ
う

寿じ
ゅ

氏

　

同
氏
の
再
任
に
全
会
一

致
で
同
意

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

大
桑
村
須
原

　
　

白し
ら

木き　
　

正た
だ
し

氏

　

大
桑
村
長
野

　
　

松ま
つ

尾お

里り

枝え

子こ

氏

　

両
氏
を
全
会
一
致
で
推

薦
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村
民
の
み
な
さ
ま
へ

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

大
桑
村
議
会
は
、
身
近

な
議
会
・
議
員
の
資
質
の

向
上
・
議
員
の
な
り
手
不

足
等
、
山
積
す
る
課
題
の

解
決
改
善
を
目
指
し
て
、

今
期
早
々
に
議
会
改
革
特

別
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
最
初
に

取
り
上
げ
た
活
動
は
、
村

民
の
み
な
さ
ま
と
の
意
思

疎
通
の
中
か
ら
議
会
の
在

り
方
、
議
員
と
し
て
の
在

り
方
を
今
一
度
見
つ
め
直

し
活
動
に
生
か
す
こ
と
で

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
に
み
な
さ
ま

の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る

対
話
集
会
は
、
１
回
の
開

催
が
で
き
た
だ
け
で
、
そ

の
後
は
開
催
で
き
る

環
境
と
は
程
遠
い
状

態
で
す
。

　

そ
こ
で
、
議
会
初

の
試
み
と
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
方
に

は
、
お
忙
し
い
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
、

ま
た
多
く
の
貴
重
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得

た
、
み
な
さ
ま
の
思
い
を

議
員
一
同
、
心
に
刻
み
、

今
後
こ
の
結
果
を
詳
細
に

分
析
し
、
こ
れ
か
ら
の
議

会
活
動
、
議
員
活
動
に
活

か
し
て
参
り
ま
す
。

　

速
報
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
配
布
対
象
世
帯
数

１
４
２
４
世
帯
、
回
答
い

た
だ
い
た
世
帯
数
５
９
７

世
帯
、
回
収
率
41
・
92
％

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

の
一
部
を
お
伝
え
し
、
お

礼
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）

取りまとめ作業取りまとめ作業

送付準備作業送付準備作業

設問1.　設問1.　議会の主な活動（知っている活動の多い順）議会の主な活動（知っている活動の多い順）
　　　　1.　公務として出席する行事
　　　　2.　定例会
　　　　3.　臨時議会：全員協議会
　　　　4.　村内外の所属する委員会：議会出席
　　　　5.　常任委員会：特別委員会
　　　　6.　委嘱による会議出席
　　　　7.　研修会：勉強会

現状でよい 366人 65.95%

多い 173人 31.17%

少ない  16人 2.88%

設問2.　議員定数について（現在10名）設問2.　議員定数について（現在10名）

現状でよい 341人 63.62%

多い 94人 17.54%

少ない 101人 18.84%

設問3.　議員報酬について設問3.　議員報酬について

毎回読んでいる 418人 73.59%
あまり読まない 131人 23.06%
全く読まない 19人 3.35%

設問5.　議会だよりについて設問5.　議会だよりについて

よく見る 78人 13.71%
あまり見ない 267人 46.92%
全く見ない 224人 39.37%

設問6.　ケーブルテレビの議会放映について設問6.　ケーブルテレビの議会放映について

ある 41人
思っている 5人
ない 522人

設問8.　議員になりたいと思ったことは設問8.　議員になりたいと思ったことは

参加したことがある 143人
したことがない 426人

設問7.　住民懇談会について設問7.　住民懇談会について

開催時期：時間帯は開催時期：時間帯は
平日の夜間と休日の昼間の２つが圧倒的多数平日の夜間と休日の昼間の２つが圧倒的多数

設問9～10.　 ご意見設問9～10.　 ご意見
いただいたご意見は今後詳細に分析を行い、議会いただいたご意見は今後詳細に分析を行い、議会
活動に活かしていきます。活動に活かしていきます。

設問4.　議会の傍聴について設問4.　議会の傍聴について
 今回いただいたご意見を参考に、改善に向け取り 今回いただいたご意見を参考に、改善に向け取り
組んで参ります。組んで参ります。

アンケート調査結果

議
会
改
革
特
別
委
員
会
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◎
２
月
25
日
開
催

　

委
員
外
議
員
の
出
席
を

求
め
、
全
委
員
出
席
の
も

と
村
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

県
標
準
税
率
の
３
方
式

に
移
行
す
る
た
め
段
階
的

に
税
率
改
正
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
３
年
度
に
つ
い

て
も
税
率
改
正
を
行
う
説

明
を
受
け
た
。

▼
未
満
児
保
育
料
無
償
化

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
か
ら
子
育

て
支
援
と
し
て
、
働
き
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
世
帯

に
つ
い
て
未
満
児
保
育
料

の
無
償
化
支
援
を
実
施
し

て
い
く
説
明
を
受
け
た
。

▼
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

不
確
定
で
は
あ
る
が
現
在

大
桑
村
で
計
画
し
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

所　
　

感

　

今
回
の
説
明
を
受
け
３

月
定
例
会
に
有
意
義
な
審

議
を
し
て
い
き
た
い
。

（
報
告
者　

坂
家
重
吉
）

総
務
社
会
常
任委員

会

◎
２
月
８
日
開
催

　

委
員
外
議
員
の
出
席
を

求
め
、
全
委
員
出
席
の
も

と
村
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

経
済
建
設
常
任委員

会

の
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
、
今
後
の
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

◎
２
月
25
日
開
催

▼
令
和
３
年
度
主
要
事
業

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
主
要
事

業
に
つ
い
て
、
担
当
者
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
村
内
で
予
定

さ
れ
て
い
る
国
・
県
事
業

に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
説

明
を
受
け
た
。

▼
そ
の
他

　

大
桑
村
森
林
経
営
管
理

▼
大
桑
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
飲

食
業
等
緊
急
支
援
給
付

金
に
つ
い
て

　

忘
・
新
年
会
時
期
に
大

き
な
影
響
を
受
け
た
飲
食

店
等
に
支
援
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

▼
そ
の
他

　

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
指

定
管
理
者
の
選
定
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

所　
　

感

　

飲
食
店
に
限
ら
ず
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
減
収
等
の
影

響
を
受
け
て
い
る
事
業
者

制
度
実
施
方
針
、
あ
て
ら

荘
の
指
定
管
理
施
設
支
援

金
、
大
桑
村
阿
寺
渓
谷
に

お
け
る
自
然
環
境
の
保
全

等
に
関
す
る
条
例
（
案
）

に
つ
い
て
産
業
振
興
課
長

及
び
担
当
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

所　
　

感

　

令
和
３
年
度
主
要
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
説

明
を
受
け
３
月
定
例
会
に

有
意
義
な
質
疑
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

（
報
告
者　

木
戸
勘
一
）

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
11
日
に
５
名
６
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。

・質問時間は30分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分ですが、コロナウイルス対策とし
て議場の換気等を行うため１人30分としました。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

一般質問とは
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◥ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

■Ｑ
ワ
ク
チ
ン
供
給
見
通

し
は
。

■Ａ
４
月
下
旬
以
降
に
な

る
見
込
み
で
あ
る
が
、
供

給
量
や
期
日
は
不
確
定
で

あ
る
。

■Ｑ
接
種
対
象
者
の
優
先

順
位
・
実
施
期
間
・
接
種

回
数
は
。

■Ａ
大
桑
村
の
接
種
対
象

者
は
16
歳
以
上
で
約
３
２

０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
見
通
し

が
つ
き
次
第
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、

医
療
従
事
者
・
高
齢
者
・

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
・
高

齢
者
施
設
従
事
者
・
一
般

者
の
順
に
実
施
す
る
。

　

先
ず
は
、
接
種
優
先
順

位
に
従
っ
て
、
約
１
５
０

０
人
を
概
ね
３
ヵ
月
間
で

一
人
・
２
回
接
種
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。

　

接
種
券
は
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
量
に
応
じ
て
、
順
次

配
布
す
る
。

■Ｑ
接
種
会
場
・
期
日
・

交
通
手
段
は
。

■Ａ
接
種
会
場
は
村
民
体

育
館
で
、
土
曜
日
の
午
後

と
日
曜
日
に
実
施
す
る
予

定
。
交
通
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
す

る
。

■Ｑ
医
師
を
は
じ
め
と
す

る
接
種
体
制
は
。

■Ａ
古
根
医
師
と
古
根
医

院
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
く
予
定
。
ま
た
、

役
場
職
員
に
加
え
臨
時
雇

用
も
予
定
し
て
い
る
。

■Ｑ
村
内
企
業
に
勤
務
す

る
単
身
赴
任
者
や
里
帰
り

出
産
者
へ
の
対
応
は
。

■Ａ
基
本
的
に
は
住
所
地

で
接
種
が
原
則
で
あ
る
が
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
単
身
赴
任
者
や
里
帰

り
出
産
者
な
ど
住
所
地
以

外
に
長
期
滞
在
し
て
い
る

場
合
、
村
へ
申
請
す
る
こ

と
で
接
種
で
き
る
。

■Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
相
談
窓
口
は
。

■Ａ
福
祉
健
康
課
の
保
健

係
が
行
う
。

◥ 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て

■Ｑ
被
害
状
況
の
現
状
と

推
移

■Ａ
大
桑
村
の
令
和
元
年

度
の
農
業
被
害
は
31
万
１

千
円
・
林
業
被
害
が
５
１

９
万
５
千
円
で
合
わ
せ
て

約
５
５
０
万
円
で
あ
る
。

　

農
業
被
害
の
主
な
原
因

は
猿
と
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
林
業
被
害

は
ク
マ
に
よ
る
も
の
が
そ

れ
ぞ
れ
９
割
を
占
め
て
い

る
。

　

例
年
、
村
が
実
施
す
る

被
害
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
被
害
額
に
増
減
が
あ
る

も
の
の
、
近
年
多
発
す
る

出
没
情
報
等
を
勘
案
す
る

と
野
生
鳥
獣
被
害
は
増
加

傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

■Ｑ
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
現
状
と
課
題
は
。

■Ａ
令
和
２
年
度
の
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
員
数
は

42
名
、
平
均
年
齢
は
65
歳

で
あ
る
。

　

村
内
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
４
月
か
ら
11
月
の

間
、
二
人
体
制
で
約
２
２

０
日
間
で
延
べ
４
４
０
人

の
隊
員
が
出
動
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
村
民
か
ら
の
出

没
情
報
に
基
づ
い
て
、
出

没
現
場
の
状
況
に
よ
っ
て

は
緊
急
に
出
動
要
請
し
て
、

追
い
払
い
や
捕
獲
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

課
題
は
隊
員
の
高
齢
化

が
進
み
つ
つ
あ
り
、
後
継

者
育
成
で
あ
る
。

■Ｑ
今
後
の
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
。

■Ａ
集
落
や
農
地
に
隣
接

す
る
未
整
備
の
森
林
は
野

生
獣
の
隠
れ
場
所
と
な
る

こ
と
か
ら
、
見
通
し
を
よ

く
す
る
た
め
森
林
と
集
落

の
間
に
緩
衝
帯
の
整
備
を

は
じ
め
、
収
穫
さ
れ
な
い

柿
な
ど
実
の
な
る
木
を
除

去
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
、
森
林
所
有
者
と

協
議
の
う
え
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一　

般　

質　

問
坂家　重吉 議員

進むワクチン接種準備（冷凍庫）進むワクチン接種準備（冷凍庫）

サルによる被害サルによる被害

コロナワクチン接種はいつから
４月下旬以降・高齢者から
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■Ｑ
昨
年
３
月
に
定
め
ら

れ
た
第
２
期
大
桑
村
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
19

年
後
の
２
０
４
０
年
の
目

標
人
口
は
、
２
４
６
０
人

程
と
の
事
で
あ
る
。
そ
の

目
標
実
現
の
具
体
的
施
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

■Ａ
高
校
卒
業
後
の
定
住

者
数
や
大
学
卒
業
後
の
Ｕ

タ
ー
ン
定
住
者
数
を
増
や

す
事
業
は
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
最
近
、
特

に
高
校
生
に
向
け
て
地
元

企
業
の
紹
介
や
魅
力
を
発

信
す
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。
又
、
希
望
者
に
よ
る

郡
内
企
業
の
訪
問
も
行
っ

て
お
り
、
行
政
も
協
力
し

て
い
る
。
大
学
生
に
つ
い

て
は
、
木
曽
の
広
域
連
携

推
進
事
業
と
し
て
、
移
住
、

定
住
促
進
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
中
京
方

面
の
大
学
生
を
対
象
と
し

た
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
就
労
体
験
）
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
た

が
、
東
海
、
中
京
地
域
の

大
学
生
に
木
曽
郡
内
の
職

場
で
体
験
就
労
を
し
て
頂

く
事
に
よ
り
、
大
桑
村
へ

の
就
労
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。
又
、
居
住
者
を

増
や
す
為
に
は
、
当
然
居

住
す
る
場
所
が
必
要
で
あ

り
、
今
年
度
よ
り
採
用
し

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

空
き
家
担
当
者
の
積
極
的

な
活
動
に
よ
り
、
以
前
よ

り
村
内
へ
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
動
き
も
活
用

し
、
人
口
増
加
へ
繋
げ
て

い
き
た
い
。
人
口
の
自
然

動
態
（
出
生
、
死
亡
に
伴

う
人
口
の
増
減
）
の
観
点

か
ら
以
前
よ
り
継
続
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
出
産
、

子
育
て
し
易
い
村
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
新
た
に
令
和
３
年
度

よ
り
、
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
無
償
化
を
実
施
し
、

他
方
、
結
婚
支
援
活
動
も

郡
下
の
町
村
と
の
共
同
に

よ
り
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

業
は
、
直
ぐ
に
結
果
が
出

細田　光一 議員

る
も
の
で
は
な

く
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

■Ｑ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
職
種
に

よ
っ
て
は
、
ど

こ
に
い
て
も
仕

事
が
で
き
る
テ

レ
ワ
ー
ク
の
普

及
が
進
ん
で
き

て
い
る
。
コ
ロ

ナ
以
前
は
、
移

住
、
定
住
に

は
、
職
場
の
確

保
が
必
須
で

あ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
に
よ
り
こ

の
課
題
は
軽
減

さ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
の
よ
う

な
変
化
を
大
い

に
活
用
し
、
村

へ
の
移
住
、
定
住
促
進
に

繋
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
村
と
し
て
は
、

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

■Ａ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

働
き
方
も
変
わ
っ
て
き
た

一　

般　

質　

問

と
言
わ
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク

も
増
え
て
き
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
需
要
は
以
前
よ

り
増
加
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
只
、
受
け
入
れ
た

場
合
は
、
住
居
等
受
け
入

れ
態
勢
が
必
要
と
な
る
が
、

現
状
で
は
村
と
し
て
そ
こ

ま
で
対
応
で
き
て
い
な
い

の
で
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

2040年を見据えた
 具体的な施策について
早期に結果が出ない事業だが、
 地道に取り組んでいきたい

子育て相談子育て相談
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■Ｑ
自
主
財
源
づ
く
り
は
、

安
定
的
な
村
政
運
営
を
行

う
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
金
額
等
を
見
直
し
、

積
極
的
に
事
業
強
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

■Ａ
当
村
で
は
、
返
礼
品

と
な
る
特
産
品
が
少
な
い

こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
が
自
治
体
間
の
税
の

取
り
合
い
を
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
、
違
和
感

を
持
っ
て
い
る
。
制
度
の

見
直
し
が
必
要
と
の
思
い

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極

的
な
活
用
は
考
え
て
い
な

い
。

■Ｑ
村
有
財
産
活
用
の
一

環
と
し
て
、
野
尻
大
曲
地

区
に
宅
地
造
成
事
業
を
実

施
し
た
。
販
売
済
み
は
一

区
画
だ
け
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ

方
法
等
、
販
売
方
法
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

不
人
気
の
原
因
究
明
と
新

た
な
活
用
方
法
等
、
見
直

し
を
求
め
た
い
。

■Ａ
村
有
地
の
活
用
方
法

と
し
て
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
宅
地
の
需
要
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
曲
地

区
の
宅
地
造
成
を

お
こ
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
造
成
地

も
完
売
す
る
ま
で

10
年
近
く
要
し
た

こ
と
か
ら
、
長
い

ス
パ
ン
で
見
て
ほ

し
い
。
５
年
あ
る

い
は
６
年
以
上
、

現
状
の
ま
ま
で
あ

れ
ば
、
不
動
産
事

業
者
へ
の
依
頼
や

新
た
な
活
用
方
法

等
を
考
え
た
い
。

鈴木　　武 議員

（
提
案
）

　

居
住
後
10
年
を
経
過
し

た
時
点
で
、
お
値
打
ち
価

格
で
買
取
り
も
選
択
で
き

る
「
一
戸
建
て
分
譲
可
能

村
営
住
宅
」
あ
る
い
は
、

「
移
住
定
住
促
進
住
宅
」

と
し
て
の
活
用
方
法
を
検

討
さ
れ
た
い
。

■Ｑ
令
和
３
年
度
の
村
税

は
、
前
年
度
当
初
比
２
・

６
％
減
と
な
っ
た
。
人
口

減
少
が
、
大
き
な
要
因
と

思
わ
れ
る
。
人
口
減
少
対

策
の
一
つ
は
、
安
定
し
た

就
労
先
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
多
く
の
就
労
者
を
有

す
る
企
業
や
事
業
者
が
、

当
村
で
事
業
活
動
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

税
等
の
優
遇
措
置
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
郡

内
の
自
治
体
と
歩
調
を
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
村

独
自
の
施
策
を
求
め
た
い
。

以
前
も
質
問
し
た
が
、
固

定
資
産
税
の
優
遇
期
間
を

3
年
か
ら
５
年
に
延
長
す

る
こ
と
や
法
人
市
町
村
税

の
法
人
割
り
を
現
行
の
超

過
課
税
か
ら
標
準
課
税
に

見
直
す
等
、
企
業
や
事
業

者
に
向
け
た
優
遇
措
置
を

早
急
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■Ａ
大
き
な
企
業
に
は
、

過
疎
法
の
指
定
の
関
係
で

交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め

優
遇
措
置
を
し
て
い
る
。

固
定
資
産
税
を
５
年
に
延

長
す
る
こ
と
は
、
２
年
分

を
持
ち
出
す
こ
と
に
な
る

た
め
現
状
で
は
考
え
る
余

地
は
な
い
。
法
人
市
町
村

税
の
法
人
割
り
を
超
過
課

税
に
し
て
い
る
の
は
、
当

村
を
含
め
、
木
曽
郡
内
の

全
て
の
町
村
が
採
用
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
６
町
村

が
総
じ
て
財
政
に
ゆ
と
り

が
な
い
こ
と
か
ら
、
統
一

し
て
お
こ
な
う
こ
と
に
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

一　

般　

質　

問

ふるさと納税制度に対する考えは
積極的な活用は考えていない

大曲地区宅地造成大曲地区宅地造成

中尾平工場団地中尾平工場団地
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◥ 

令
和
３
年
度　
　
　

村
の
行
事
の
見
通
し

に
つ
い
て

■Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
を

振
り
返
り
、
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
を
重
要
視
し
て

昨
年
は
中
止
と
な
っ
た
が
、

で
き
る
範
囲
の
規
模
で
開

催
は
で
き
な
い
か
。

■Ａ
感
染
拡
大
、
終
息
状

況
を
見
極
め
て
判
断
す

る
。
成
人
式
は
令
和
２
年

度
、
３
年
度

の
方
た
ち
を

８
月
14
日

同
日
に
時
間

変
更
し
て
行

う
予
定
。
森

の
里
の
秋
祭

り
は
飲
食
が

課
題
と
な
る

が
、
感
染
症

等
を
見
極
め

な
が
ら
、
今

後
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
状

況
や
国
や
県

の
方
針
に
基

づ
き
検
討
。

開
催
困
難
な

場
合
は
昨
年
同
様
、
元
気

が
で
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

も
検
討
し
た
い
。
敬
老
会

は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
た

め
中
止
。

◥ 

未
満
児
保
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て

■Ｑ
少
子
化
が
進
み
子
ど

も
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

自
然
豊
か
な
環
境
で
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
親
子

勝野　清子 議員

が
集
い
学
び
、
ま
た
触
れ

合
う
交
流
の
場
と
し
て
、

共
に
成
長
し
て
い
く
大
切

な
時
間
と
役
割
を
し
て
い

る
と
思
う
。
未
満
児
保
育

無
償
化
の
目
的
は
。

■Ａ
未
満
児
保
育
は
安
定

し
た
情
緒
形
成
、
人
間
形

成
で
大
変
重
要
な
時
期
で

も
あ
る
が
、
働
く
こ
と
で

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
も

あ
る
。
認
定
基
準
を
遵
守

し
家
庭
調
査
等
を
行
い
選

考
す
る
。
昔
と
家
庭
環
境

も
違
い
、
子
育
て
世
代
の

働
く
環
境
に
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
検

討
を
し
た
。
ま
た
令
和
３

年
度
は
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

相
談
窓
口
を
開
け
て
対
応

し
た
い
。

■Ｑ
在
宅
保
育
の
方
へ
の

オ
ム
ツ
等
の
補
助
は
。

■Ａ
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
検

討
は
す
る
が
、
補
助
と
未

満
児
無
償
化
は
別
の
物
。

無
償
化
は
未
満
児
を
預
け

る
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。

■■意見
少
子
化
対
策
と
し

一　

般　

質　

問

て
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

支
援
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

若
い
世
代
が
夢
と
希
望
を

持
つ
明
る
い
家
庭
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
に
も
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
り
心
が
育
つ
教

育
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

◥ 

高
齢
者
や
困
っ
た
と

き
の
相
談
窓
口
に
つ

い
て

■Ｑ
次
世
代
が
親
の
介
護

の
不
安
等
の
相
談
を
し
て

も
解
決
策
が
な
い
。
大
桑

村
は
介
護
認
定
が
や
や
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
声
が
あ
る
。
仕
組
み
は
。

■Ａ
全
国
一
律
の
基
準
で

要
介
護
度
が
決
定
。
要
介

護
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た

と
き
は
、
訪
問
調
査
、
心

身
の
聞
き
取
り
、
主
治
医

の
意
見
書
等
を
一
次
判
定

す
る
。
郡
の
審
査
会
に
て

二
次
判
定
と
な
る
。
郡
内

同
じ
仕
組
み
と
な
る
。

■Ｑ
介
護
認
定
が
無
く
て

も
借
り
ら
れ
る
介
護
用
品

は
。

■Ａ
電
動
ベ
ッ
ド
等
リ
ー

ス
が
で
き
る
。
ま
た
村
の

無
料
貸
し
出
し
で
は
ベ
ッ

ド
、
シ
ャ
ワ
ー
椅
子
、
四

点
杖
等
、
そ
の
他
介
護
用

品
が
必
要
な
場
合
は
相
談

し
て
ほ
し
い
。

■Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

や
人
口
減
少
に
よ
り
話
し

相
手
が
少
な
く
な
り
、
孤

独
化
、
体
調
不
良
で
の
悩

み
、
時
に
は
う
つ
状
態
に

な
る
傾
向
が
増
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
不
安
で

困
っ
た
と
き
に
、
寄
り
添

い
な
が
ら
の
心
の
ケ
ア
と

し
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
窓
口
の
考
え
は
。

■Ａ
高
齢
者
の
場
合
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
を
。
民
生
委
員
や
な

ん
で
も
相
談
も
利
用
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
社
協
で

行
っ
て
い
る
サ
ロ
ン
や
カ

フ
ェ
に
体
が
動
く
う
ち
は

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
分

か
ら
な
い
事
は
村
の
職
員

等
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

未満児保育無償化の目的は
子育て世代の働く環境変化に対応

未満児保育未満児保育
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マイナンバー取得への
 住民の不安は
個人データの漏洩を危ぐ

■Ｑ
菅
政
権
が
看
板
政
策

と
し
て
位
置
づ
け
る
「
デ

ジ
タ
ル
改
革
」
は
、「
国

や
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
集
約
・
共
同
化
」
に

あ
り
、
行
政
手
続
き
の
９

割
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推

進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
は

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
か
。

■Ａ
デ
ジ
タ
ル
化
は
す
で

に
進
め
て
お
り
、
国
の
集

約
化
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
が
活
用
す
る
事
も
出
来

る
。
シ
ス
テ
ム
の
共
用
で

経
費
削
減
や
リ
ス
ク
が
分

散
化
さ
れ
る
事
は
、
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。

■■意見
国
や
自
治
体
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
集
約
・
共

同
化
は
自
治
体
の
業
務
内

容
を
国
に
合
わ
せ
る
も
の

で
、
自
治
体
独
自
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
抑
制
さ
れ
る

と
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
活

用
に
あ
た
っ
て
は
、
進
ん

だ
福
祉
施
策
な
ど
後
退
さ

せ
な
い
よ
う
求
め
る
。

◥ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

■Ｑ
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

当
面
の
課
題
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

だ
が
、
６
年
経
っ
て
も
普

及
率
が
25
％
で
あ
る
。

　

村
の
現
在
の
普
及
率
と

な
か
な
か
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

■Ａ
村
の
普
及
率
も
約

25
％
で
あ
る
。
生
活
上
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
い
事

や
紛
失
に
よ
り
個
人
デ
ー

タ
の
漏
洩
な
ど
危
ぐ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

■Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
も

と
も
と
税･
社
会
保
障･

災

害
対
策
に
限
定
し
て
い
た

が
、
健
康
保
険
証
の
み
な

ら
ず
、
運
転
免
許
証
に
も

紐
付
け
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
国
の
個
人
情
報
の

管
理
に
不
安
が
あ
る
。
安

心
出
来
る
環
境
に
な
い
中
、

強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
は
。

■Ａ
保
険
証
と
し
て
３
月

か
ら
の
利
用
を
予
定
し
て

瓜尾美佐子 議員

い
た
が
、
医
療
機
関
の
シ

ス
テ
ム
の
遅
れ
で
、
令
和

５
年
３
月
ま
で
を
目
途
に

進
め
て
い
く
。
安
全
性
に

つ
い
て
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
入
っ
て

い
な
い
事
、
暗
証
番
号
が

カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
お

り
悪
用
の
心
配
は
な
い
。

■■意見
デ
ジ
タ
ル
先
進
国

で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
り
安
全
性
や
デ
ー
タ
保

護
を
確
実
に
す
る
規
制
、

ル
ー
ル
の
制
定
、
監
視
・

監
督
機
関
の
設
置
が
進
ん

で
い
る
。
日
本
の
遅
れ
は

深
刻
で
あ
り
、
個
人
情
報

を
守
る
権
利
が
充
分
に
保

障
さ
れ
る
べ
き
だ
。

◥ 

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

■Ｑ
小
中
学
校
で
は
ひ
と

り
一
台
の
端
末
が
整
備
さ

れ
た
が
、
活
用
の
仕
方
で

有
効
な
も
の
に
な
る
が
、

教
職
員
の
負
担
が
危
ぐ
さ

れ
る
。
支
援
員
が
必
要
で

は
な
い
か
。

■Ａ
小
学
校
で
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
講
師
の
派
遣

を
予
定
し
て
い
る
。

■Ｑ
家
庭
の
通
信
環
境
の

格
差
解
消
の
対
応
を
。

■Ａ
家
庭
学
習
や
コ
ロ
ナ

に
よ
る
休
校
の
対
応
で
端

末
を
利
用
す
る
事
か
ら
、

設
備
の
な
い
家
庭
へ
の

ル
ー
タ
ー
貸
し
出
し
や
通

信
料
負
担
な
ど
国
の
補
助

金
を
み
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一　

般　

質　

問

タブレットを活用した授業タブレットを活用した授業
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木曽広域連合議会報告　第１回定例会（２月26日開催）
　

令
和
３
年
度
第
１
回

定
例
会
冒
頭
に
お
い
て
、

「
木
曽
広
域
連
合
気
象
非

常
事
態
宣
言
」
の
共
同
宣

言
を
行
っ
た
。

　

定
例
会
に
は
条
例
改
正

３
件
、
工
事
請
負
変
更
契

約
、
補
正
予
算
３
件
、
新

年
度
予
算
３
件
が
上
程
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

主
な
条
例
改
正

・
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
に
従

事
す
る
職
員
に
対
し
、

特
例
措
置
と
し
て
手
当

を
支
給
す
る
も
の
。

　
　

消
防
救
急
車
内
、
木

曽
寮
に
て
救
急
搬
送
や

入
居
者
対
応
な
ど
の
作

業
に
従
事
し
た
時
に
、

作
業
内
容
に
応
じ
て
１

日
３
０
０
０
円
も
し
く

は
４
０
０
０
円
支
給
す

る
。

・
介
護
保
険
条
例
の
改
正

　
　

第
８
期
の
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
保
険
料
率

を
定
め
る
も
の
。
基
金

を
繰
り
入
れ
保
険
料
基

準
額
が
、
現
行
の
年
額

６
万
９
６
０
０
円
か
ら

６
万
４
８
０
０
円
に
減

額
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

　

光
化
工
事
、
旧
焼
却
施

設
解
体
工
事
の
減
に
よ
り

前
年
度
比
11
・
３
％
減
。

主
な
事
業

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
化

事
業
最
終
年
度
（
開
田

高
原
・
三
岳
地
域
対

象
）

●
木
曽
寮
建
設
に
係
る
造

成
工
事
、
基
本
設
計
な

ど
●
旧
炉
跡
地
へ
リ
サ
イ
ク

ル
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建

設
●
文
化
公
園
改
修
工
事

　

舞
台
音
響
ワ
イ
ヤ
レ

ス
マ
イ
ク
、
文
化
ホ
ー

ル
天
井
改
修
に
係
る
工

事

●
第
２
期
橋
梁
点
検
経
費

介
護
保
険
特
別
会
計

当
初
予
算

　

第
８
期
事
業
計
画
の
開

始
年
度
で
あ
り
、
前
年
度

比
７
・
４
％
減
。

下
水
道
事
業
会
計

当
初
予
算

　

老
朽
化
施
設
修
繕
計
画

の
委
託
料
が
新
た
に
計
上
。

（
報
告
者　

瓜
尾
美
佐
子
）

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
報
告

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
報
告

▼
３
月
15
日
開
催

　

３
月
定
例
議
会
は
令
和

３
年
度
予
算
、
令
和
２
年

度
補
正
予
算
等
議
案
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原

案
通
り
可
決
し
た
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

担
当
エ
リ
ア
内
の
複
数

の
施
設
に
業
務
管
理
体

制
を
統
括
す
る
エ
リ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
置
く
。

●
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
条
例

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
３
施
設
を
令

和
３
年
３
月
31
日
に
廃

止
・
削
除
す
る
よ
う
改

め
る
。

●
財
産
無
償
貸
し
付
け
に

つ
い
て

３
件
、
財
産
を
無
償
で

貸
し
付
け
る
。

●
令
和
３
年
度
当
初
予
算

予
算
規
模
は
42
億
５
千

万
円
で
、
前
年
度
対
比

３
億
８
千
万
円
、
８
・

２
％
の
減
。
投
資
的
経

費
及
び
退
職
手
当
を
除

い
た
経
常
経
費
は
41
億

９
２
１
万
円
で
前
年
度

対
比
２
億
８
５
１
９
万

円
、
６
・
５
％
の
減
。

サ
ー
ビ
ス
収
入
は
全
体

で
40
億
７
６
１
８
万
円

を
見
込
み
前
年
度
対
比

２
億
９
９
３
７
万
円
の

減
。

●
令
和
２
年
度
補
正
予
算

補
正
予
算
の
規
模
は
１

千
万
円
の
追
加
で
、
補

正
後
の
総
額
は
48
億
３

千
万
円
と
な
っ
た
。
施

設
の
維
持
管
理
運
営
費

に
緊
急
を
要
す
る
経
費
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
必
要
な

経
費
が
主
な
理
由
。

（
報
告
者　

勝
野
清
子
）

会　　計 令和３年度 令和２年度 比　　較

一 般 会 計 42億3,548万円 47億7,436万円 △5億3,888万円

介護保険特別会計 39億9,868万円 43億1,617万円 △3億1,749万円

下水道事業特別会計  1億2,247万円  1億3,837万円  　△1,590万円

令和３年度当初予算

会　　計 補 正 額 補正後の額

一 般 会 計 △1億3,036万円 46億4,989万円

介護保険特別会計 　　 1,114万円 44億6,673万円

下水道事業特別会計    　△493万円  1億3,359万円

令和２年度補正予算
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

　

国
は
令
和
３
年
１
月
７

日
、
１
都
３
県
に
緊
急
事

態
宣
言
を
行
い
、
１
月
13

日
に
は
大
阪
府
な
ど
２
府

５
県
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
２
月
７
日
ま
で
と
し

て
い
た
宣
言
で
す
が
、
３

月
７
日
ま
で
延
長
す
る
措

置
を
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の

創
設
な
ど
を
含
む
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
２
月
３
日

に
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
の
感
染
状
況
も

１
月
11
日
時
点
で
過
去
最

高
の
水
準
と
な
り
１
月
14

日
に
は
医
療
非
常
事
態
宣

言
を
発
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
月
３
日

に
医
療
非
常
事
態
宣
言
は

解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
村
の
状
況
は
、
幸
い

に
も
年
末
年
始
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
自

粛
生
活
に
よ
り
感
染
者
は

出
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
国

の
第
３
次
補
正
予
算
が
１

月
28
日
に
国
会
を
通
過
し
、

経
済
対
策
と
し
て
３
度
目

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
大
桑

村
に
は
１
次
、
２
次
の
限

度
額
２
億
１
８
３
７
万
円

に
今
回
８
４
１
０
万
円
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
３
次

配
分
の
う
ち
２
４
０
０
万

円
を
飲
食
業
等
緊
急
対
策

と
令
和
２
年
度
交
付
金
事

業
に
充
当
し
ま
す
。
残
金

に
つ
い
て
は
令
和
３
年
度

事
業
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
等
に
充
当
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴

う
緊
急
事
態
宣
言
発
出
後

の
１
月
18
日
、
19
日
に
全

国
町
村
会
、
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
は
、
２
月
下

旬
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

に
向
け
、
引
き
続
き
都
道

府
県
・
市
町
村
へ
の
速
や

か
な
情
報
伝
達
を
求
め
、

副
反
応
に
関
す
る
情
報
提

供
や
優
先
接
種
対
象
者
の

明
確
化
な
ど
を
、
厚
生
労

働
省
や
内
閣
府
へ
要
請
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
２
月

14
日
厚
生
労
働
省
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
製
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
特

例
承
認
し
、
２
月
17
日
に

医
療
従
事
者
か
ら
接
種
を

始
め
て
お
り
ま
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
医
療
従
事
者
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
高

齢
者
以
外
で
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
、
高
齢
者
施
設
に

働
い
て
い
る
人
、
一
般
の

人
と
順
次
行
い
、
大
桑
村

で
は
集
団
接
種
で
行
う
予

定
で
す
。
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
は
、
詳
細
が
わ
か

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

木
曽
川
右
岸
道
路
開
通

12
月
24
日
、
木
曽
川
右

岸
道
路
の
開
通
式
が
上
松

町
登
玉
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
は
、

上
松
町
登
玉
地
区
か
ら
和

村
地
区
ま
で
で
、
す
で
に

供
用
し
て
い
る
部
分
と
合

せ
て
約
３
・
２
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

平
成
22
年
度
長
野
県
が
整

備
に
着
手
し
、
２
本
の
ト

ン
ネ
ル
を
通
り
和
村
橋
か

ら
19
号
へ
接
続
し
ま
す
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
を

含
む
木
曽
川
右
岸
道
路
南

部
ル
ー
ト
の
整
備
は
和
村

橋
の
架
け
替
え
や
川
向
か

ら
阿
寺
を
通
り
南
木
曽
町

戸
場
ま
で
と
殿
か
ら
国
道

19
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

村
営
住
宅
新
田
西
団
地
完

成
　

新
田
地
区
に
建
設
中
の

村
営
住
宅
は
、
３
月
末
に

完
成
し
ま
す
。
新
婚
・
子

育
て
世
帯
向
け
で
２
棟
４

戸
、
団
地
名
は
「
グ
ラ
ン

デ
ィ
ー
ル
あ
ら
た
」
と
し

ま
し
た
。
木
造
平
屋
建
て

２
Ｄ
Ｋ
で
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
と
し
、
家
賃
は
３
万

５
千
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

行
政
報
告（
抜
粋
）

議会活動日誌
12　　　月

15 日 12 月定例会

16 日 12 月定例会
議会報編集特別委員会

23日 議会改革特別委員会
24日 木曽川右岸道路 

 登玉～和村開通式

１　　　月
13 日 議会改革特別委員会

20日 議会報編集特別委員会
議会改革特別委員会

２　　　月
８日 経済建設常任委員会
15日 松塩筑木曽老人福祉施設　

組合２月定例会
17日 木曽広域連合議会　議会運

営委員会・総務常任委員会
18日 木曽広域連合議会　経済観

光常任委員会・福祉環境常
任委員会
議会改革特別委員会

22日 議会運営委員会
25日 経済建設常任委員会・総務

社会常任委員会
26日 木曽広域連合議会２月定例会



議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長　

細
田　

光
一

副
委
員
長　

沼　
　

友
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勝
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清
子

表
紙
撮
影
梶
田　

健
司
さ
ん
（
東
下
）

ト
ファ
イ
ル

▼
穏
や
か
な
春
風
に
誘
わ
れ
、

先
日
馬
籠
宿
を
歩
い
て
み
ま
し

た
。
久
々
の
近
場
の
散
策
も
良

く
、
皆
さ
ん
も
是
非
、
身
近
な

自
然
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

編
集
委
員
長　

細
田
光
一

編
集
後
記

16

大桑小学校講師   横井　英雄さん
　埼玉から大桑村に来て１年。
新鮮な感動と驚きの連続で、
とても豊かな時間を過ごすことができまし
た。
　今までは山は見ることがありませんでした
が、ここ大桑では日々山に囲まれた生活。コ
ロナ禍など予期せぬことに落ち込んだり、悩
んだりした朝も山々はそこに有り、さりげな
く、堂々と、穏やかに時に厳しく、静かに語
りかけてくれました。
　夕日に染まった山々、頂に雪を抱いた山々
を眺めながら、人間を超える大きな命と時間
の中で生きている、生かされているんだな、
なんて哲学的な感慨にふける時もありまし
た。
　山々よ、大桑にあと少しだけ、あなたのそ
ばに居させてください。この豊かな自然の中
で、私ももっと何かを成したい。一歩ずつし
か進めない小さな存在だけど、もう少し、見
守っていてください。

▼
花
の
季
節

　

春
に
な
る
と
花
は
咲
き
、
昆
虫
は
目
を
覚
ま
し
、

雑
草
も
み
る
み
る
大
き
く
な
り
ま
す
。
人
々
の
心
も
、

う
き
う
き
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
冬
か
ら

春
に
な
る
こ
の
季
節
が
一
番
い
い
で
す
ね
。

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
大

き
な
災
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
に
遭
わ
な

い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
花
を
眺
め
、
大
桑
村
の
き

れ
い
な
空
気
を
吸
い
、
健
康
で
楽
し
く
生
活
し
た
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ががんばるんばるんばががが

　先々代（創業者）が、富山で建設業に携
わっていました。
　ご縁があって橋場の伊奈川橋の工事で大桑
村にお世話になりました。以来、自然豊かな
環境と人情に惹かれ、先代始め子どもたちの
成長に合わせて、大桑村に定住することにな
りました。
　昭和26年に会社として営業を開始し、以
来、大桑村・長野県・森林管理署等の公共工
事、民間の電力関連工事等、木曽郡内、岐阜
県東濃地域で数々の建設工事に携わってきま

した。
　木曽地域では、水害等の災害が多く、その
復旧工事の時には従業員は元より、多くの地
元の人たちにご協力頂き、一緒に汗したこと
を思い出します。「三代続けば江戸っ子」と
言いますが、弊社も私で三代、大桑の企業と
して、従業員共々、安心・安全をモットーと
し地域に根ざした企業でありたいと思ってい
ます。
 （代表取締役　宮地利明さん）

た
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 「
お
お
く
わ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
22日

発
行

く わくく
お
くく

お
おお

第
164

号
議
会
だ
よ
り




